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ぎふ清流国体・ぎふ清流大会 東日本大震災復興支援事業 

「とうほく こよみのよぶね 多賀城」の開催について 

 

  ぎふ清流国体・ぎふ清流大会では、総合プロデューサー日比野克彦さんのもと「心をひと

つに 日本再生」を合言葉に、東日本大震災復興支援・日本再生への願いを込めて、県民参

加による「ぎふ絆プロジェクト」に取り組んできました。 

これまでに延べ６，３００人以上の県民の皆さんの参加により、両大会の演出で使用する

「清流こよみぶね」と「ギフとフラッグ」を製作するとともに、東日本大震災復興支援の一

環として、延べ８６４人の県民参加で製作した「３」「・」「１１」の数字行灯をのせた「こ

よみのよぶね」を、東北と岐阜とで開催し、鎮魂と復興の願いを捧げながら、東北と岐阜の

人々の想い・絆をつないできました。 

  この度、こうした被災地と岐阜をつなぐ復興支援のシンボル「とうほく こよみのよぶね」

の集大成として、宮城県多賀城市において地元の皆さんとともに開催します。 

 

記 

 

１ 日  時  平成２４年８月２日（木） １８：００～２０：００ 

 

２ 場  所  宮城県多賀城市 貞山
ていざん

運河（旧砂
すな

押
おし

川）河畔、大代
おおしろ

地区公民館 

 

３ 主  催  岐 阜 県 ・ 多賀城市 

 

４ 協  力  多賀城市大代地区コミュニティ推進協議会 

 

 

 

 

 

平成２４年７月３１日（火）県政記者クラブ配付資料 

所   属 担  当 連 絡 先 

ぎふ清流国体推進局 競技式典課  演出担当 上谷禎之 058-272-8853 (内線2995) 

インターネットでの情報提供 

提供予定日 ８月 １日 
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５ 開催内容 

※当日会場を装飾する行灯は、本年３月１１日に岐阜市長良川河畔で開催した 

「３・１１こよみのよぶね」の会場で使用した行灯を多賀城市にお贈り設置します。  
 

 

 

【参考】「こよみのよぶね」について 

 

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会では、総合プロデューサー日比野克彦氏の監修により「清

流こよみぶね」が「清流に育まれたぎふの現在、未来への想い」を表現するものとして、

式典等に活用されます。 

「清流こよみぶね」のコンセプトとなった「こよみのよぶね」は、「１」から「１２」

の巨大な数字行灯が作り出す幻想的な空間と時間が東日本大震災への鎮魂を捧げるのに

相応しいことから、東日本大震災復興支援をテーマとする両大会では、延べ８６４名の県

民参加を得て「こよみのよぶね」を製作。 

平成２４年３月に岐阜市長良川河畔に浮かべ「３・１１こよみのよぶね」を開催すると

ともに、その後、岩手県大槌町と釜石市にも運び、本県の復興支援のシンボルとして、被

災地と岐阜の「絆」を結んできました。 

両大会開催まで、あと５０余日を迎え、その集大成として、本県が実施した東日本大震

災復興支援業務（１７８名の職員を派遣）を通じて深い絆が生まれた宮城県多賀城市にお

いて、「とうほくこよみのよぶね多賀城」を開催するものです。 

 

時間 内         容 

18:00～19:00 日比野克彦さん、菊池
き く ち

健
けん

次郎
じ ろ う

多賀城市長トークショー 

19:00～ こよみのよぶね点灯、メッセージ行灯点灯 

19:15～19:45 モンゴル民族歌手 ボルジギン・イリナさんコンサート 


